
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶︎シンシアマウン院長は 1989 年に紛争や抑圧から逃れた人々を治療するためにメ

ータオ・クリニックを設立し、その取り組みはアジアの

ノーベル平和賞と言われるマグサイサイ賞受賞（2002

年）をはじめ、国際的に高く評価され、今回の沖縄平和

賞受賞につながりました。クリニックは、避難民や移民

労働者に医療を提供するだけでなく、子どもの保護や

教育支援、医療人材育成、出生登録の推進、健康教育や

コミュニティボランティアの育成、女性のエンパワー

メントなども行っており、国境地域で暮らすミャンマ

ー人の生活を支える基盤となっています。 

講演会ではタイ国境地域の現状や課題、メータオ・クリニックの具体的な活動など

についてお話しいただきます。参加申込フォームに質問や関心のあることを記載い

ただければ事前にシンシア院長にお伝えし講演や質疑でお話いただけるように調整

いたします。（時間や諸事情により全ての質問にお答えできないことをご了承ください） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆講演に合わせ写真家・亀山仁氏の「Burma/Myanmar 戦禍の記憶 2019-2024」展示会も開催します。 

また、メータオ・クリニックやミャンマーの子どもたちが通う移民学校の支援グッズ(手作りポーチや

Tシャツ、ポストカードなど)を販売します。 

2026 年沖縄平和賞受賞記念講演 

メータオ・クリニック シンシアマウン院長講演会 

「タイ国境のミャンマーの人びとを支える現場から」 

【参加無料・要事前申込】 

▶︎日時：2026 年 10 月 16 日（金曜）18:30〜20:00 (18:00 受付開始) 

 

会場、オンライン(Zoom)ハイブリット開催 

▶︎会場：東洋英和女学院大学大学院棟 ３階 301 

（東京都港区六本木 5-14-40） 

☆アクセス 

→https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigakuin/daigakuin-annai/access.html 

主催：NPO 法人メータオ・クリニック支援の会 

一般社団法人ミャンマーの平和を創る会 

共催：東洋英和女学院大学大学院国際協力研究科 

問い合わせ先メール： 

contact@japanmaetao.org 

▶︎参加申し込みはこちらから→ 

会場定員 70 人（先着申込順、定員を超えた場合は

オンライン参加になりますのでご了承願います） 

［メータオ・クリニックの薬局で薬を待つ人々］ 


